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＜患者様連絡事項＞

・木村　義重様～本日、現在の治療経過及び退院の見通しについて八戸市民病院へ確認

　　　　　　　　しています。病状は安定しており点滴は終了し食事を摂っています。

　　　　　　　　活動範囲はベッド上のみですが座位保持には支障認められません。

　　　　　　　　今後の治療方針については、主治医に確認をとるとのことでした。

　　　　　　　　後日、その後の治療経過と退院への見通しについての確認をお願い

　　　　　　　　します。

・大下　良悦様～小遣いの増額について、煙草購入目的ではなく不足となった際の日用

品の購入にあてることを説明しています。本人は「わかりました。煙草は買いません。」と話していますが、表面的な様子が伺えます。

御家族面会時に通帳の残金（約23,000円）を伝え小遣いの増額（本人・

御家族共に1,000円程で構わないとの事です。）についての確認をお願い

　　　　　　　　します。尚、服薬カレンダーの購入の有無についても確認をお願いし

ます。今後金銭管理についてのプランを本人と検討・立案していく

　　　　　　　　こととします。

・高田　多紀子様～1月15日退院後の症状管理、訪問看護の必要性について再度説明して

いますが、「初外来の時に先生と相談します。」と話されています。

　　　　　　　　　外来へ情報提供し、1月26日の初外来において主治医からも

訪問看護について説明して頂く事で対応するとの事です。

　　　　　　　　　退院する際にも本人・御家族へ訪問看護を含めた症状管理について

　　　　　　　　　説明していきましょう。

＜日常生活支援：生活指導評価・検討＞

・鈴木　正長様～洗濯は声掛けにて行なっていますが、洗濯物を含めた衣類・古新聞の

整理が出来ておらず促しを要しています。整理整頓への認識が欠けて

おり、継続して生活指導導入し関わっていく必要があると考えられます。

・奥寺　徹様～　入浴・更衣を促しますが拒否がみられ、保清への認識に欠けている様子

があります。生活指導導入継続し、入浴・更衣・洗濯等保清全般への介入

を要するものと考えられます。

・新井　圭次様～整理整頓は出来ているものの、歯磨きや洗面等拒む傾向が見られてい

　　　　　　　　ます。外泊より戻られた後に拒否傾向が見られており、外泊中清潔を

　　　　　　　　充分保っていなかったものと考えられます。継続して保清への介入を

　　　　　　　　行い、外泊中も保清への意識を持ち続ける事が出来るよう関わっていき

　　　　　　　　ましょう。

※導入検討者

・若松　澄子様～入浴を拒む等、保清への認識に欠ける面が伺えます。又、他の患者様の

　　　　　　　　私物を使用しており私物管理に対する認識も欠けていると思われます。

　　　　　　　　日常生活能力全般の向上を目標とし導入する必要があると考えられます。

・佐々木　香様～不要な物やゴミを収集したり、入浴に対する抵抗を示す等、私物管理

　　　　　　　　保清に対する援助・指導を要するものと思われます。日常生活能力の

　　　　　　　　自立・清潔面の指導を目的とし導入する必要があると考えられます。

　　　　　　　　

